
評価の観
点

評価項目 昨年 今年 評価 差 生徒 昨年 今年 評価 差 保護者 昨年 今年 評価 差

家庭や地域への
情報発信

3.4 3.5 A 0.1

学校ホームページや
学年・学級通信等
で、必要な情報が得
られている。

3.2 3.1 B ▲ 0.1

学校ホームページや学年
通信、携帯メール連絡網
（マ・メール）等で、必要な
情報が伝えられている。

3.3 3.9 A 0.6

地域や関係機関
と連携した愛さ
れる学校づくり

3.6 3.3 A ▲ 0.3

地域の方とのつな
がりを深めたり、幼
児・小中学生と関
わったりする活動に
参加したい。

2.7 2.6 C ▲ 0.1

地域とのつながりを深
め、ふるさとを愛する心
を育てる体験活動に子ど
もを参加させたい。

3.2 3.2 B 0.0

生徒指導方針の
確認と指導体制
の推進

3.2 3.0 B ▲ 0.2

校則に基づいて行
われる生徒指導に
ついて、必要性を理
解している。

3.0 3.2 B 0.2

現在の校則は、子どもた
ちに社会規範の遵守につ
いて指導を行う上で、妥
当なものである。

3.1 3.1 B 0.0

生徒の内面の理
解を図る指導の
工夫

3.6 3.6 A 0.0

先生方には、不安や
悩み事を気軽に相
談できる雰囲気が
ある。

3.1 3.0 B ▲ 0.1

教職員は子どもの気持ち
に寄り添い、共感的に話
を聞いてくれている。 3.3 3.4 A 0.1

進路指導体制の
充実

3.4 3.4 A 0.0

進路選択や進路実
現に向けた学習支
援や行事、個別面談
が充実している。

3.3 3.2 B ▲ 0.1 0.4

職業観・勤労観
の育成と進路意
識の向上

3.8 3.5 A ▲ 0.3

様々な進路関係の
行事を通して、自分
自身の生き方や働
き方等について考
えることができてい
る。

3.3 3.1 B ▲ 0.2

教職員の
資質向上

計画性を持った
研修の実施と実
践的指導力の向
上

2.9 2.9 C 0.0 0.0 0.0

危機管理
体制
の整備

実効ある危機管
理マニュアルの
策定

2.8 3.2 B 0.4 0.0 0.0

校務分掌と協働
体制の確立

3.2 3.0 B ▲ 0.2

学年の先生方の思
い（どんな生徒に成
長することを期待し
ているか）を、ほぼ
理解している。

3.1 3.3 A 0.2

子どもの学年の経営方針
（どのような生徒を育て
たいのか）を、ほぼ理解し
ている。

2.8 3.0 C 0.2

働きがいのある
学校づくり

2.6 2.9 C 0.3

先生に勉強の質問
や悩み事等の相談
をしたら、十分な時
間をとって対応して
もらえる。

3.4 3.4 A 0.0 0.0

自ら学び
自ら
考える力
の育成

生涯学習の視点
に立った実践能
力の育成

3.2 2.9 C ▲ 0.3

授業内容の「振り返
り」を行うことで、自
分の成長や見方・考
え方の変化を実感し
たことがある。

3.0 3.0 B 0.0 ▲ 0.1

基礎・基本
の
定着

学ぶ喜びや達成
感が味わえる指
導方法の工夫

3.4 2.8 C ▲ 0.6

授業中や個別学習
指導を受ける中で、
「わかる」喜びや「で
きた」という達成感
を味わったことがあ
る。

3.3 3.3 A 0.0 0.0

総合的な
探究の時
間

創意工夫を生か
した実践の展開

3.4 3.0 B ▲ 0.4

総合的な探究の時
間に取り組んでいる
内容は、自分にとっ
て有意義である。

3.2 3.0 B ▲ 0.2 0.0

個に応じ
た学習指
導の徹底

評価方法の創意
工夫

3.0 2.8 B ▲ 0.2

生徒一人一人の実
態に応じて、きめ細
かな学習指導が行
われている（と思
う）。

3.2 3.1 B ▲ 0.1

子どもたちの能力・適性
や実態を把握して、きめ
細かな学習指導が行われ
ている。

3.0 3.0 B 0.0

選
択

項
目

特別活動
(学校行事
等)

自主的・実践的
な活動の活性化

3.3 2.9 B ▲ 0.4

学校行事やホーム
ルーム活動には積
極的に参加・協力し
ている。

3.3 3.2 B ▲ 0.1

子どもは各種学校行事を
楽しみにしており、積極的
に参加している。 3.1 3.1 B 0.0

防災・安全
教育

防災教育に係る
指導力・実践力
の向上

3.1 3.5 A 0.4

防災に関する訓練
や授業等を通して、
防災・減災の意識を
高めることができて
いる。

3.3 3.2 B ▲ 0.1 0.0

人権教育
人権教育推進体
制の充実

3.0 3.1 B 0.1

互いの違いを認め
合い、自分も他者も
大切にしようとする
態度が身について
いる。

3.4 3.3 A ▲ 0.1

子どもには、互いの違い
を認め合い、自他の人権
を尊重しようとする態度
が備わっている。

3.1 3.1 B 0.0

選
択

項
目

情報教育
情報活用能力と
情報モラルの育
成

3.2 3.0 B ▲ 0.2

スマートフォンや
SNSを利用する時
は、ネットトラブルが
起きないよう、ルー
ルやマナーを守って
いる。

3.6 3.6 A 0.0

子どもはネットの危険性
を理解し、スマートフォン
やSNS利用時のルールや
マナーを守っている。

3.0 3.1 B 0.1

3.4 3.4 A 0.0

自分が苦手なことを
理解し支えてくれる
先生や、困っている
時に相談できる先
生がいる。

3.3 3.3 A 0.0

子どもの個性や発達特
性、こだわり等に配慮した
支援や指導が行われてい
る。

3.0 3.1 B 0.1

3.0 3.2 B 0.2

自尊感情（自分のこ
とを好意的に受け
止める感情）は、入
学時よりも現在の方
が強い。

3.2 3.1 B ▲ 0.1

入学時と比較して、子ど
もの自尊感情・自己肯定
感は高まっている。 3.2 3.2 B 0.0

選
択
項
目

学校運営
全般

スクール・ミッション、スクール・ポ
リシーを踏まえた各部・各学年の
具体的経営方針を定め、その実現
に向けて協働する。

 　　≪教員（行動指標による評価）　　　　　　　　  ４：そう思う　　３：どちらかというと、そう思う　　２：どちらかというと、そう思わない　　１：そう思わない

 　　≪生徒・保護者（成果指標による評価）   　 　４：そう思う　　３：どちらかというと、そう思う　　２：どちらかというと、そう思わない　　１：そう思わない

 　　≪評価基準（４段階評価の平均）≫　　　　　　 Ａ：3.3以上　　　Ｂ：3.0以上　　　Ｃ：2.6以上　　　Ｄ：2.0以下　　

領域等 教職員実践目標（指標）

進路指導

進路指導部と学年の連携を深め、
３年間を見据えた計画的な進路Ｈ
Ｒ・進路行事の実施と、その内容
の充実に努める。

インターンシップや進路ガイダン
ス等を通して、生徒に自己の「在
り方生き方」やキャリア形成につ
いて考えさせる。

年間行事計画に多彩な職員研修
会を位置づけ、同僚性が高く、学
び合い、高め合える教職員集団を
めざす。

実情に応じた危機管理マニュアル
の見直しを行うとともに、日頃か
ら危機発生時の初期対応を意識
しておく。

自身のワーク・ライフ・バランス
と、生徒と向き合う時間の確保を
意識し、業務の在り方と勤務時間
について見直しを行う。

学
校
運
営

教
育
課
程

共
通
項
目

主体的・対話的で深い学びを実現
するため、授業の最初に生徒目線
の「めあて」を示すとともに、最後
に「振り返り」の時間を確保する。

「学び直し」の充実、効果的なＩＣＴ
活用、及び授業担当者・学年・学
級担任の連携により、「誰一人取
り残すことのない」きめ細かな指
導に努める。

社会的・職業的に自立し、自分ら
しい生き方ができるよう、将来設
計をする力、夢を描き挑戦する力
の育成に努める。

観点別学習評価の在り方、及び指
導と評価の一体化に係る研修に
励むとともに、授業改善のための
研究授業等を実施する。

生徒会活動やホームルーム活動
（、部活動）において、生徒の自主
的な態度と運営能力の育成を図
るよう支援する。

課
題
教
育

共
通
項
目

防災避難訓練の実施と危険箇所
の点検、救急救命講習の受講等
により、教職員の意識と技能を高
める。

生徒の発達段階や関心に応じた
人権課題・人権教育に、ＬＨＲだけ
でなく教育活動全般を通して計
画的に取り組む。

生徒がＩＣＴ機器を適切に利用し
情報を活用する能力と、人権尊重
を基盤とした情報モラルを育成
する。

独
自
項
目

学校の個
性化・多様
化

特別な配慮や支援を必要とする
生徒の特性等を理解し、学習上・
生活上の支援の工夫を行う。

「いじめ未然防止プログラム」を
活用したホームルーム活動や各種
体験活動を充実させ、生徒の自
己有用感に裏付けられた自尊感
情を育成する。

心のサポートシ
ステムの取組推

進
(いじめの未然

防止)

令和７年度 学校評価 教員･生徒･保護者による評価結果比較表　【評価基準日：令和8年1月13日】

子どもの主体的な進路選
択や進路希望の実現に向
けて、必要な支援や情報
提供が行われている。

入学時と比較して、子ど
もは学ぶことへの意欲が
高まり、「わかる喜び」を
感じている（＝勉強への
苦手意識が弱まってい
る）ようだ。

3.3

3.0

C

B

2.9

3.1

共
通
項
目

開かれた
学校づくり

学校Webサイト（ホームページ）
の更新、学校・学年通信の発行等
を通じて、保護者や地域に情報を
積極的に提供する。

近隣住民との積極的な交流を図
るとともに、こども園・小学校・中
学校・大学等との連携を充実させ
る。

生徒指導

生徒支援の観点からの生徒指導、
並びに時代に即した生徒指導（服
装・頭髪、特別指導等）の在り方に
ついて研究し、実践する。

適宜個人面談やアンケート等を実
施するとともに、カウンセリング
マインドの習得に努めることによ
り、生徒の内面理解を図る。


